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平成26年度海外実習報告書 
Universti Teknologi MARA（UiTM）
奥川慶子
実習期間：2014年 5 月12日～ 5 月31日
1 ．はじめに
　私は上記の期間，マレーシアのクアラルンプールにあるUniversti Teknologi MARAにて実習を行いまし
た。この報告書を通して，これから海外臨床実習を考えている方々のお役に立てれば幸いです。
　マレーシアでの実習を選んだ理由は主に 3 つあります。まず，総合診療部の山城先生が現地の先生と実習
の連絡を取って下さることもあり，現地ではプライマリケアを見学することができます。子どもから大人ま
で診るマレーシアの家庭医の実際を見てみたいと思ったからです。次にマレーシアと日本の文化的な違い，
医療の違いを知りたいと思いました。こうした経験は将来留学や海外での医療に携わりたいと考えている自
分にとって大変有意義なものになると思ったからです。最後に，私は海外の医学生の方と交流したことがな
く，現地の学生がどんな勉強をしているのか，どんなことを思っているのか，関わってみたい，そして自分
の英会話を上達させたいと思いました。昨年，マレーシアに実習に行った先輩方から昨年の報告会などでお
話を聞く機会があり，現地の学生のモチベーションの高さに刺激を受けたということもさらに行きたい，と
背中を押されました。
2 ．実習までの準備
・現地との連絡
　 5 年生の11月に総合診療部山城先生のところへ伺い，マレーシアで実習を行いたいとお伝えしました。他
に希望者がいるかメ―リスで募り，女性 5 名，男性 1 名の確定人数をお伝えしました。その後，山城先生が
現地の実習責任者Dr.Ngと連絡を取って下さります。実習できることが確定した後は自分たちで現地との連
絡，航空券の手配をします。実習に関する希望等はDr.Ngに，寮についてなど生活面はMr.Esmatという事
務の方と連絡を取り合います。私たちは分担して行っていました。
・英語の勉強
　私は海外には旅行で行ったことはありましたが，長期間滞在したことはなく，英会話に不安を抱いていま
した。なので会話についてはオンライン英会話（ 1 日30分，月謝5,000円程度）とTOFEL勉強用の教材を使っ
て勉強しました。また，医学英語に関しては，同じマレーシアに行くメンバーとアメリカに行くメンバーと
『Case Files』という英語で症例が載っている本の症例について毎回担当者が病歴をプレゼンし，皆で診断
を考えるという勉強会を 1 月頃から週に 1 回行っていました。
3 ．実習先情報
　実習先であるUniversiti Teknologi MARAはクアラルンプール郊外にあります。KLIA（空港）からは約
1 時 間 程 です。空 港 までバンでお 迎 えに 来 ていただきました。キャンパスはSelayang，Sungai Buloh，
Shah Alamがあり，医学部以外の学部もあるそうです。医学部は全寮制で私たちは医学部 4 ， 5 年生が住む
Selayangキャンパスの隣にある寮で生活をしました。マレーシアの国立大学なのでマレーシア人のみが入
学できるそうです。学生の大半がイスラム教徒でキリスト教徒の方も数名いました。男女比は女性が ７ 割，
男性 3 割で日本と反対です。
4 ．実習内容
　医学部 4 年生の実習に一緒に参加します。実習生は「Cardiology」や「Obstetrics&Gynecology」などの
科を 1 カ月単位で回っています。実習は主にSelayangキャンパスの隣にある病院かSungai Bulohキャンパス
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近くの病院，Taman Ehsanというクリニックで行います。また日本の実習と異なり，セミナーやディスカッ
ションの時間もあり，それはキャンパスに戻って行われます。Sungai Buloh HospitalはSelayang寮から車で
40分ほどかかり，同じ班の実習生の車で送っていただきます。
以下週ごとのおおまかなスケジュールです。
○ 1 週目：Primary care medicine
8 ：00～12：00　Taman Ehsanクリニックにて妊婦検診，検査部で血液検査や尿検査の手伝い，外来見学，
処置室で消毒など（糖尿病による足壊疽の方の消毒が多い）
14：00～1７：00　キャンパスにてセミナー（学生が疾患についてプレゼンする），講義
○ 2 週目：Cardiology
8 ：00～12：00　 Sungai Buloh病院にて回診（心電図読んでみて，など質問される…），心カテなど見学，
学生と一緒に患者さんの問診・身体所見をとる（基本患者さんはマレー語なので通訳してもらいながら）
14：00～1７：00　キャンパスにてセミナー（私たちも不整脈についてなど，グループの学生と一緒にスライ
ドを作って発表しました），講義
○ 3 週目：Pediatrics→この週は医学部 3 年生の方たちと一緒でした
8 ：00～12：00　患児さんのお母さんに問診・身体診察，回診，回診後 1 つの症例についてディスカッショ
ン（ 1 人の学生がプレゼンをして，皆で鑑別診断を考える。これも結構自分の意見を聞かれる。また日本の
ワクチンスケジュールはどうなっているのか等，日本についても聞かれたので調べておいたら良いかも）
14：00～1７：00　セミナー，講義
5 ．生活について
　Selayangキャンパス隣の寮で生活します。寮の中でもゲストルームや所帯で住む感じの広い部屋でした。
大部屋が 1 つの中に小部屋が 3 室あり，それぞれにトイレ・シャワーがついています。ただしお湯が出る
シャワーは 1 つだけで，残り 2 つは水です…徐々に慣れてきます。キッチンには電子レンジ，湯沸かし器，
お鍋，IHコンロ，お皿，コップ等は備え付けられています。食事・買い物については，現地の学生たちは
本当に面倒見がよく，昼食は実習の帰り道または病院内の食堂で，夕飯は車でどこかのレストランに連れて
行ってくれました。毎週木曜日はナイトマーケットといってマレーシア料理の出店が並ぶ場所に行ったりし
ました。おかげでマレーシア料理をほぼ制覇できました。向こうの学生たちとご飯を食べない時は，寮の目
の前のレストラン（マレー料理・カレーなど）に行きました。またセブンイレブンも近くにあり，そこで朝
食や水，おやつ等買っていました。それ以外の生活用品は夕食に連れていってもらった際，スーパーで買い
物に寄ってもらったりしていました。
　通信環境ですが，大学のwi-fiは使えますが，寮の部屋内ではつながらず，寮の外でしか使えませんでした。
1 階に自習室があり，そこはつながるのですが，ビデオ講座など動画は見ることができませんでした。私た
ちは 6 人で 2 つのwi-fiルーターを借りた（ 1 カ月で￥5,000/台）のですが，途中で通信できなくなり，新し
いものを日本から送ってもらい，少し大変でした。
　週末の休日は現地の学生とバトゥケイブというヒンズー教の寺院に行ったり，滝に遊びに行って泳いだ
り，マラッカという観光地に行ったり，自分たちでクアラルンプールに行ったり，と充実していました。
6 ．費用
　航空券（￥48,000）＋寮代（￥3,000/日）＋学費（￥50,000）でした。当初，学費が￥50,000/週かも，と
なりましたが 3 週間で￥50,000で大丈夫でした。私はカードはあまり使わず，現金で持って行きました。
　今年は富山総合イノベーションセンターと学務の短期海外留学支援のため計￥110,000ほど補助金を頂く
ことができました。
7 ．終わりに
　今回の実習を通して感じたのは，現地の医学生のモチベーション，レベルが高いということです。低学年
から実習に出ているため，問診や身体診察に慣れており，プレゼンテーションも原稿を読むのではなく，頭
に叩き込んで皆の顔を見ながら発表していました。現地の学生と関わることができるのはマレーシア実習の
特徴かなと思います。英会話に関しても初めは医学用語がわからず苦労しましたが，実習には電子辞書を持
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ち歩き（学生にそれは何？と何度も聞かれました），
必死に食らいついていこうとしているうちに徐々に話
すこへの負担が軽くなっていきました。
　すべてが自分にとって新鮮で，医師を目指す同じ志
を持った学生に刺激され，自分も頑張らなくてはと思
いました。そして新しい所で新しい人との出会いは
やっぱり楽しく，医師となっていつかまた彼らと再会
したいと思います。　最後になりましたが，実習の準
備からずっとサポートして頂いた山城先生ならびにと
やま 総 合 イノベーションセンターの 皆 様，UiTMの
Nasimul先生，Ng先生，Esmatさんに心より感謝申し
上げます。
誕生日をお祝いしてくれました週末マラッカ旅行
